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〔論文審査の要旨〕 
 本論文は、近年の気候変動にともない頻発する土砂災害や洪水被害について流域スケールで

予測し管理していくことを目指し、日本のような急峻な山地流域を対象として多様な土地利用

と土壌条件を考慮できる準分布型の流域モデルを適用して、土砂生産量の評価を行うことを目

的としたものである。特に、2018 年に記録的な集中豪雨により大規模でかつ広域の土砂災害お

よび洪水災害が発生した中国地方の岡山県の高梁川流域を対象とした。従来は、多様な地形、

土地利用、土壌、地質を考慮した流域スケールでの土砂生産の評価は十分ではなく、特に空間

解像度や時間分解能の点では十分な評価には至らなかった。 
本論文の構成は、次の通りである。1 章では、従来の研究をレビューした上で上記のような

問題点を明らかにし、明確な目的が設定された。2 章では、対象とする中国地方の高梁川流域

における地理情報（地形、土壌、地質）、気象情報、水文情報および懸濁物質濃度情報につい

て説明するとともに、適用する流域モデル（SWAT）の説明を行った。特に、土砂濃度の情報

が 1 時間おきに存在している点で高精度の解析に適していることが示された。3 章では、校正

および検証を行った期間（主に 10 年弱）における水文過程および土砂生産量の年々変動に加

えて空間分布について解析を行い、その特性を明らかにした。4 章では、土砂生産に及ぼす流

域の多様な要因について解析を行い、特に急傾斜地で、また花崗岩からなり落葉樹林に被覆さ

れている斜面で高い侵食特性が確認できた。また、斜面スケールでの土砂生産の防止・保全に

向けた河畔域の植生範囲についてもその効果を検討し、有効な範囲幅を提示した。5 章では、

高時間分解能（1 時間）での解析を行い、高精度の再現結果が示された。特に、西日本豪雨の

解析においては、土砂生産量のピーク時やその際における洪水や土砂生産量の最大値の復元な

どに成功した。ただし、豪雨終了後における土砂生産量の継続など流域内で斜面崩壊が生じた

影響などの再現には課題も見られた。6 章では、本論文の重要な成果についてまとめがなされ

た。 
以上のように、本論文は、従来の多くの研究と比較しても、2018 年のように、大規模災害に

よって観測情報の機能しない状況下における現象を定量化するという貴重な成果につながって

おり、将来における災害時の被害予測という観点から極めて有益であり、審査委員会一同一致

して高く評価した。博士論文の一部は、すでに学術論文として国際誌に 1 編が掲載済であり、

一部は投稿準備中である。以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与され

る十分な資格があるものと認められる。 
備考 

審査の要旨は，1,500 字以内とする。 




